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GFLプログラムとは？

群馬大学の特別選抜プログラムです。

・幅広い国際的視野＆高い語学力を持つ
・全体を見渡しながら周りを牽引できるリーダーシップ力がある
・専門分野に関して幅広い知識と高い技術・能力を有する

といった、将来国際的に活躍できるリーダーを目指し、選抜学生（=GFL生）は様々な課外
活動に取り組んでいきます。

GFLプログラムは「教育・社情GFLコース」と「医理工GFLコース」の2コース

で構成されています。

連携



どんなことをするのか？

グローバル交流セミナー・サマーセミナー

全学部のGFL1～2年生が集結して合宿研修を行います。群馬の大自然に囲ま
れながら、学部や学年を超えて、GFL生同士の交流を深めることができます。
また、外国人留学生や大学院生などを招いて、英語での講演を聴いたり、英

語で交流するなど、英会話コミュニケーション力を養う機会も用意されていま
す。

外国人教員による特別プログラム

外国人教員より英語スキル向上を目的としたGFL生限定の特別英語講義を受
けることができます。
英語スキル・英会話コミュニケーション力の向上だけに留まらず、グループ

ワークなどによるプレゼンテーションスキルの向上や幅広い国際的視野を養い
ます。

特別講演会

自分たちの興味のある分野やテーマについて一から講演会を企画するもので、
関係教員と相談しながら講演者を探し、交渉が進んだ後も学生自ら講演者と直
接連絡を取り合って、日時や会場の調整、広報活動、司会進行などの実施に向
けた準備を行います。
自分たちの興味・関心のある分野についていち早く情報収集できる機会を得

られるとともに、自分たちの力で企画を立案し、遂行していくノウハウも養う
ことができます。

短期留学

GFL生限定のオーストラリア短期留学プログラムを用意しています。平成26
年度から累計で82名が参加しました。
英語クラス受講による英会話コミュニケーション力の向上は勿論のこと、

GFL生のためだけのプロジェクトワークを用意しており、現地大学の研究施設
等の見学、小学校訪問ボランティア、ラジオ収録体験など、多岐にわたる学習
プログラムとなっています。また、この短期留学プログラムでは、特別に大学
から費用援助が予定されています。



GFLディーキン大学短期留学プログラムとは…

1. 語学研修
(英語能力別･多国籍クラス)

＋
2. ホームステイ OR 学生寮

＋
3. GFLのために開発された

プロジェクトワーク



期間：毎年2月上旬（後期期末試験終了後）
～3月上旬の約4週間の予定

参加費用(予定)：約50万円～ (1AU$=90円で計算)
※返済不要の奨学金・奨励金（金額未定）を支給予定(応募者多数の場合、選考になる可能性もあります)

費用内訳…授業料 約22万円、宿泊費 約13万7千円、
航空券 約15万4千円(昨年度実績)、海外旅行保険料 約1万円

募集人数(予定)：GFL生(全学部対象)の中から約20名
※1 応募者が10名未満の場合、実施しません
※2 応募者多数の場合、別途選抜を行います

留学先：ディーキン大学 (オーストラリア メルボルン)

プログラム内容(予定)：
英語研修と施設見学&プロジェクトワーク等

最初の3週間…レベル別に分かれて多国籍クラスでの英語研修(平日5時間)
最後の1週間…GFLスペシャルプログラム(施設見学&プロジェクトワーク等)

世界で最も住みやすい都市ランキング2位!!
※2017年まで7年連続1位！



オーストラリア

⊳⊳日本の国土の21倍

⊳⊳日本の人口の1/5

⊳⊳日本と季節が反対
(日本が冬ならAUは夏)

⊳⊳2月の日本との時差は+2時間
(日本が9時ならAUは11時)

⊳⊳固有の動植物

⊳⊳多文化国家

メルボルン
⊳⊳世界で最も住みやすい都市

⊳⊳年間を通して多種多様な

イベント

⊳⊳世界で有数のカフェ文化

⊳⊳質の高い教育機関

⊳⊳温暖で快適な気候

⊳⊳充実した公共機関

⊳⊳豊かな食文化

⊳⊳緑あふれる公園

オーストラリア / メルボルンについて



DUELIって…?

⊳⊳ オーストラリアでも最高レベルの英語学校

⊳⊳ 大学附属校なので現地大学のキャンパスライフを体験できる
（学内の全ての施設、各種サービス、図書館利用可能）

⊳⊳ あらゆるレベルの学生に対応した少人数制のクラス

⊳⊳ 講師陣は、熱心で、経験豊富、高資格取得者

⊳⊳ 1日24時間いつでもアクセス可能なコンピュータ施設

⊳⊳ 充実した学生支援体制

⊳⊳ 希望者は無料でディーキン大学学生協会（DUSA）の会員になれる

Deakin University English Language Institute

ディーキン大学附属英語学校



DUELIでの授業や特徴について

授業時間

08:30 ～14:30 （午前・午後に実施 / 間に昼食休憩などあり）

大きな特徴

①130ドル（予定）がチャージされたMykiが配布される
（電車、バス、トラム（路面電車））

②30ドル（予定）がチャージされた携帯電話が貸し出さ

れる
（携帯電話をレンタルする費用やSIMカードを購入する費用が不要）



今までのプログラム内容（例）
★ 能力別英語研修（平日5時間×15日間）

※英語研修終了後や休日は自主活動(フリータイム)

多国籍の学生が能力別に分かれて、それぞれのレベルに合った英語講義を受講します。ペ
アワーク、グループワーク、ディスカッション等を通して、他国の人と互いの文化について
情報交換して、異文化について学ぶことができます。また、講義はListening・Writing・
Speaking・Reading の技能向上を目標に、バランスの取れた構成になっています。



今までのプログラム内容（例）
★ GFLプロジェクトワーク（最終1週間）

※プロジェクトワーク終了後は自主活動(フリータイム)

自身の学部・学科のことだけに特化するのではなく、異なる分野についても幅広く様々な体
験をしてもらうために企画したプロジェクトワークです。今まで体験した現役GFL生からも
「自分の知らない分野に触れることができて新鮮だった」「初めての体験で楽しんで取り組め
た」といった声をもらっています。

オーストラリア
小学校訪問＆
日本文化を教える
ボランティア体験

臨床シュミレー
ションセンター
見学

CADET
（ディーキン大学
における工学系分
野先端研究施設）
見学

ラジオ収録体験

その他にも、キャンパス内見学や授業見学など様々な活動を予定しています！



滞在は…?

+ADVANTAGE+ -DISADVANTAGE-

・現地の生活を体験できる ・質の良いステイ先だけとは限らない

・朝夕の食事付き（昼食は自作） ・大学までの交通費&通学時間がかかる

・観光に連れて行ってくれる場合もある ・ステイ先ごとのルールがある

・嫌でも英語を話さなければならない環境 ・ホストとの相性が合わない場合がある

ホームステイ

+ADVANTAGE+ -DISADVANTAGE-

・世界各国の学生との共同生活 ・食事は付かない（基本自炊）

・DUELIの目の前!! (通学時間ゼロ) ・必ずしも同居人が全員外国人とは限ら
ない＆同居人が少ない可能性がある

・24時間体制のセーフティサービス ・学生寮のルールがある

・優れたWi-Fi環境 ・同居人との相性が合わない場合がある

・自由に時間が使える（門限がない）

学生寮



Australia Study Abroad Program

Let’s go to Deakin University 
as GFL student with us!!



①

②



GFLプログラムの特色

○ GFL生だけが自由に利用できる自習室「GFL室」を荒牧キャンパス・桐生キャ
ンパスに用意しています。

● GFLプログラムにおける活動のほか、学業や大学生活等も含め、関係教職員が
GFL生の相談に対応しサポートしていく体制が整っています。

○ GFL生の企画する自主活動を支援しています。企画から実施まで学生たちの手
で完遂できるよう、関係教職員がサポート役に回り、適宜アドバイスなどをし
ていきます。

● 意欲的にGFL活動に取り組む優秀なGFL生を対象に半期分の授業料を免除しま
す。対象者は厳正に審査を行い決定します。

○ GFL企画の留学プログラムに参加するGFL生に対して、留学費用の一部を支援
するため奨励金を支給しています（返済不要）。金額はプログラムによって異
なりますが、経済的な負担を少しでも軽減することを目的としています。

● 全てのGFLプログラムに取り組んできた証として、卒業時に「GFL修了証」を
授与します。



GFLプログラムに入るには？

選考審査方法
入試成績（センター試験、本学個別入学試験）、英語試験成績（プレイスメン
トテスト、TOEICもしくはTOEFLなど）、前期講義の成績、面接などの総合
評価で選抜する予定

※審査方法は学部・学科によって異なります。
※TOEIC/TOEFLの成績スコアを提出する際は、以前受験した際のスコアシートのコピーを提出するほか、本学において7月頃に
実施されるTOEIC-IPテストもしくはTOEFL-ITPテストを受験することもできます（入学後に案内が出る予定です）。



問合せ先
群馬大学GFL担当

TEL   027-220-7132 (7133)
MAIL   gfl-admin@ml.gunma-u.ac.jp

詳しいお話を聞きたい方は、

GC棟218教室のGFLブースへ

是非お立ち寄りください！


